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はじめに 

 

 メディカルラボ・コミュニケーション事業は,平成26年

度から産学官連携の取り組みを進めていくことを目的とし

て,新たに開始された県単独の共同研究事業である.本事業

では,大学,民間企業,病院等との共同研究を実施したほか,

当所の機能と特徴を広く紹介することを目的として,イン

ターンシップ学生の受け入れや女性研究者のキャリア形成

を目指した県内大学等との組織連携に参画するなど,当所

の機能や特徴を積極的に紹介した.平成30年度をもって本

事業が終了したことを受け,ここに本事業で実施した外部

機関との共同研究についてその概要を報告する.事業期間

の5年間で実施した共同研究事業は，所内の担当別でウイ

ルス担当1事業，生体影響担当3事業，薬品担当4事業及び

水・食品担当2事業の計10事業であった（表1）． 

 

結 果 

 

1 アレルギー疾患と住居内のダニ対策について（平成26 

 年度） 

  担当：生体影響担当 

  共同研究機関：（一社）埼玉県ペストコントロール協会 

        （株）ペストマネジメントラボ 

 本研究では，近年のアレルギー患者増加の原因アレルゲ

ンの一つと考えられている住居内のダニについて，県内の

一般家庭の住居を対象に調査した．住居内の塵を採取し，

ヒョウヒダニアレルゲン Der１を抽出して採取場所別に濃

度を測定し，同時に検出した室内ダニ数も測定した．その

結果，寝具はヒョウヒダニ数に関わらずアレルゲン量が高

値な家庭が多いことが確認され，ダニアレルゲンにより感

作され易い状況にあることが解った．このことから寝具の

改善と生活環境整備の必要性が示唆された． 

 

2  ダニアレルギー症状に及ぼす患者居住環境介入の効果 

 （平成28年度～平成30年度） 

  担当：生体影響担当 

  共同研究機関：北里大学メディカルセンター病院 

         （株）ペストマネジメントラボ 

         （一社）埼玉県ペストコントロール協会 

 本研究では,平成 26年度に実施した共同研究事業「アレ

ルギー疾患と住居内のダニ対策について」により得られた

知見を，小児アレルギー治療中の患者及びその家族の生活

環境を評価し，効果的な対策指導の検討を行うことを目的

とした． 

 まず，患者の寝具塵からダニアレルゲン量を測定し，個

別に寝具の改善と生活環境改善指導を実施した．改善後に

再度ダニアレルゲン量を測定しその効果を評価した．測定

結果と評価内容は担当医師に報告し，患者個々の診察時の

資料とされた．本研究では，病院との共同研究が実施でき

たことで，臨床側にも環境改善の重要性が認識され，アレ

ルギー疾患の治療の一助になったと考えられる． 

 また，室内ダニおよびアレルギーに関する県民アンケー

トを実施した．回答結果では，殺虫剤の使用についての誤

解等が明確になり，積極的な情報発信の必要性が示唆され

た．本研究では，これらの結果をもとに，一般県民を対象

としたダニアレルギー対策講演会を実施した．約100名が

参加した講演会で，臨床医の立場とダニ専門家の立場から

それぞれ共同研究の結果に基づくアレルギー対策を紹介し

た． 

 

3 化学物質による室内空気汚染の現状と対策に資する研 

 究 

   担当：生体影響担当 

   共同研究機関：埼玉県住まいづくり協議会 

 地球温暖化対策及びエネルギー需給構造安定化のため，

高断熱・高気密住宅の普及が進む中，従来とは異なる化学

物質による室内空気汚が考えられた．そこで，県民の健康

と安全を守るために，県内の住宅供給者と共同して，室内

空気中の化学物質濃度と建築材料や気密性能等との関係性，

季節変動や経年変動を調査した．屋外大気に比べて，室内

空気中の化学物質濃度は非常に高く，また，気密性が高く

なるほど化学物質濃度が高くなる傾向を示した．竣工後初

めて迎える夏季の室内濃度は全濃度で比較して 2～6 倍に

増加していることから，竣工後一年間は特に注意喚起を促

す必要があると考えられた．住宅供給者の方々には建材の

選定や施工過程での化学物質の使用に，より細心のご配慮

が必要と思われた．更に，お引き渡し前に，十分な換気を

していただくことが望まれた．更に，入居者の方々にも，

生活中の換気を継続して行っていただくことが大切である

ことをご理解いただくことも重要であると思われた．連携

事業により産官ともに室内空気質に関する知識を深めるこ

とができた． 

 

4 小児血管腫に用いられている薬物に関する溶解性と味 

 の改善の評価 

  担当：薬品担当 

  共同研究機関：城西大学薬学部 

 小児血管腫への効果が認められているβ遮断薬は, その

薬物固有の苦みが強く小児への適用に問題がある. そこで,

苦み緩和を目的としたマスキング剤に環状多糖類であるシ
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クロデキストリンを用いて, 味のマスキング効果と薬物動

態に影響する溶出性を評価した. 当所では主に, 溶出試験

器を用いてβ遮断薬単独とβ遮断薬とシクロデキストリン

の混合物の溶出性の違いについて繰り返し実験を行ったと

ころ, 同等の溶出性が認められ, シクロデキストリンのマ

スキング剤としての利用可能性を示唆する結果を得た. 

 

5  クラッシュ症候群ラットにおける黄耆抽出物 

 astragaloside-4の体内薬物動態の評価 

   担当：薬品担当 

   共同研究機関：城西大学薬学部 

 クラッシュ症候群（CS：挫滅症候群）は，圧迫の結果生

じる骨格筋細胞の損傷による急性腎不全やショック，全身

性炎症反応症候群を含む病態で，その進行には虚血性再灌

流障害の関与が知られている．そこで，腎不全のみならず

虚血性再灌流障害に対し有効とされている黄耆抽出物

astragaloside-4 (AS)を含む輸液の有効性を検証するため

ラットにおける薬物動態を評価した． 

 CS 群及び非 CS 群に AS 含有輸液を投与し，経時的に採 

取した血液試料について，当所で構築した分析メソッドを 

用いてLC-MS/MS測定を行った．その結果，CS群では非CS 

群と比較して，血中 AS 濃度が緩やかに減少した．これに 

より，CS病態下でのAS代謝の遅延が示唆された． 

 

6  脂溶性ビタミン C誘導体の溶出挙動について 

  担当：薬品担当 

  共同研究機関：城西大学薬学部 

 アスコルビン酸誘導体であるアスコルビン酸パルミテー

ト（ASCP)は, 皮膚吸収性がよく医薬品や化粧品の添加剤

としての応用が期待されている. しかし, ASCP はその溶

解性の低さから用途が制限されている現状がある. そこで, 

ASCP の溶解性を改善する手段として, 様々な分子と共結

晶を形成する性質をもつ尿素（UR）との複合体を形成させ, 

その複合体を評価した. 当所では, 尿素複合体の溶出試験

に協力し ASCP溶解性の改善を示唆する結果を得た. 

 

7  クロモグリク酸ナトリウム細粒剤における溶出挙動に 

 ついて 

  担当：薬品担当 

  共同研究機関：城西大学薬学部 

 クロモグリク酸ナトリウムは, 抗アレルギー薬として気

管支喘息, アレルギー性鼻炎, アトピー性皮膚炎に用いら

れている薬剤である. 本剤の先発品と後発品について官能

試験を実施した結果, 服用感に違いが確認された. そこで, 

各製剤の服用感の違いが製剤の性能に影響するものか否か

明らかにすることを目的として各間の物理化学的性状を比

較した. 比較には, クロモグリク酸ナトリウム先発品A及

び後発品 B, C の 3剤を用いた. 各製剤特性を評価するた

めに粒度分布測定, 走査型電子顕微鏡観察, 糖度測定, 安

息角測定, 近赤外分光分析, 溶出試験を実施した. 当所で

は, 細粒剤の溶出試験に協力し各製剤の溶出挙動に有意な

差がないことを確認する結果を得た. 

 

8  ヒノキチオール包接複合体の安定性評価 

  担当：水・食品担当 

  共同研究機関：城西大学薬学部 

 ヒノキチオールは，香料，保存料として使用されている

天然由来成分である．また，その抗菌スペクトルは広域で，

抗生物質や化学療法剤と比べ耐性菌ができにくいとされ抗

菌機能性香料として注目されている．しかし，揮発性が高

いことから長期的にその効果を発揮することができないこ

とや難水溶性であることなどの性状により，その応用範囲

が限定されているのが現状である．ヒノキチオールがもつ

効果を長期的かつ安定的に発揮するための技術は，その応

用範囲を拡大する点で有用である．そこで，すでにヒノキ

チオール単体と比べ高い抗菌活性を持つことが報告されて

いるシクロデキストリンと包接化したヒノキチオール包接

複合体について，その性能を検討した．当所では，包接複

合体の揮発性及び光安定性について検討した結果，揮発性

の抑制と光安定性が確認された． 

 

9 植物性自然毒(アルカロイド類)一斉分析法 

  担当：水・食品担当 

  共同研究機関：コープデリ生活協同組合連合会 

 健康被害が発生する植物性自然毒の中には人が通常摂取

している食品に含まれるものもある．その代表的な成分は

ジャガイモに含まれる「ソラニン」と「チャコニン｣で，こ

れらはステロイドグリコアルカロイドと総称されるが，同

様なものとしてトマトに含まれるα－トマチンが知られて

いる．そこで，これらの一斉分析法の開発をLC-MS/MSを用

いて行った．また，α－トマチンは，トマトの苦味成分で

あることから，トマトの苦味による苦情が見うけられるの

で，様々な固体におけるα－トマチンの定量データの収集

を行った．トマトの品種，部位，果実の色調別に測定した

結果，ヘタ部が同一固体の果実の 2000 倍以上の濃度であ

るものが見られた．また，果実の色調変化に伴うα－トマ

チン濃度の減少傾向が確認された． 

 

10  元荒川水循環センター流入水及び放流水における腸管 

  系ウイルス調査 

   担当：ウイルス担当 

  共同研究機関：埼玉県下水道公社荒川左岸北部支所 

  腸管系ウイルスは，A型肝炎ウイルスの他に感染経路が

経口(糞口)である下痢症ウイルスの一群と定義される．こ

れらのウイルスはヒトからヒトへの感染が主な感染経路で

あるが飲食物を介した感染に充分な注意が必要である．こ

の一群の下痢症ウイルスは腸管の上皮細胞で増殖し，大量

に糞便中に排泄されその期間も長期にわたることが知られ

ている．その結果，排泄されたウイルスは下水道に流入す

ることとなる．本研究では，下水中のウイルスの動態を把
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握することを目的に，環境中のウイルスの濃縮法を検討し

排泄されたウイルスの実態調査を試みた．ウイルス濃縮法

は非結晶リン酸カルシウム微粒子法と陰電荷膜法について

検討し，陰電荷膜法を採用した．下水中のウイルス定量で

は，ノロウイルス，ロタウイルス及びサポウイルスにおい

て感染症発生動向調査により把握された患者流行と矛盾し

ない検出結果を得た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 

 当所は，県民の健康を守るため，試験検査や調査研究を

行うことを目的に設置された研究機関であり，①試験検

査，②調査研究，③研修指導，④公衆衛生情報の収集・解

析・提供を 4本の柱として業務を行っている．この 4本の

柱は，相互に有機的に関係しながら機能している． 

  産学官の連携事業では，一般的に民間企業（産業界）か

ら問題提起と資金が，大学等教育研究機関からは研究のノ

ウハウが，公共団体からは課題解決のための基盤整備，施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策の立案等の連携が想定される．本事業で当所は，各機関

のハブの役割を担う一方で当所の持つ機能である①試験検 

査機能と②調査研究機能を使った学との機能を合わせて実 

施したことが特徴である．さらに共同研究を通した共同研

究機関との折衝，研究計画の立案等の事務は，当所の人材

育成の点においても効果的な事業であったと言える．これ

らの経験は，今後当所の本来業務である健康危機管理や質 

の高い検査結果の提供に生かしていくことが必要であると

考える． 

 

 

 

   表１ メディカルラボ・コミュニケーション事業による共同研究一覧 

担当 
実施年度 

共同研究機関 研究課題 

生体影響担当 
平成 26 年度 
 
 
平成 28 年度 
  ～30 年度 
 
 
平成 26 年 
  ～28 年 

 
埼玉県ペストコントロール協会 
ペストマネジメントラボ 
 
北里大学メディカルセンター病院 
埼玉県ペストコントロール協会 
ペストマネジメントラボ 
 
埼玉県住まいづくり協議会 

 
1. アレルギー疾患と住居内のダニ対策 
  について 
 
2. ダニアレルギー症状に及ぼす 
   患者居住環境介入の効果 
 
 
3. 化学物質による室内空気汚染の 
   現状と対策に資する研究 

薬品担当 
平成 26 年度 
 
 
平成 26 年度 
  ～27 年度 
 
 
平成 27 年度 
 
 
平成 27 年度 

 
城西大学薬学部 
 
 
城西大学薬学部 
 
 
 
城西大学薬学部 
 
 
城西大学薬学部 

 
4. 小児血管腫に用いられている薬物に 
   関する溶解性と味の改善の評価 
 
5. クラッシュ症候群ラットにおける 
  黄耆抽出物 astragaloside-4 の 
   体内薬物動態の評価 
 
6. 脂溶性ビタミン C誘導体の溶出挙動 
   について 
 
7. クロモグリク酸ナトリウム細粒剤に 
   おける溶出挙動について 

水・食品担当 
平成 29 年度 
  ～30 年度 
 
平成 29 年度 
  ～30 年度 

 
城西大学薬学部 
 
 
コープデリ生活協同組合連合会 

 
8. ヒノキチオール包接複合体の 
   安定性評価 
 
9. 植物性自然毒（アルカロイド類） 
   一斉分析法 

ウイルス担当 
平成 29 年度 
  ～30 年度 

 
埼玉県下水道公社荒川左岸 
北部支所 

 
10. 元荒川水環境センター流入水及び 
    放流水における腸管系ウイルス調査 

 


